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『
m，

a
A
O

B
O
D
o
m
ω
S
E

』

の
研
究

ロ
O

｜
｜
問
答
の
研
究
｜
｜
（
そ
の
一
）

東

澄

子

序

欧
州
名
、
司
氏
宮
ロ
O
B

。
ロ
O
官
S

ユ
』
の
簡
単
な
説
明
を
記
述
し
て
み
よ
う
。
乙
れ
は
天
草
本
（
版
）
平
家
物
語
又
は
口
訳
平
家
物
語
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
で
、
久
し
い
閉
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
ず
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
国
立
巴
岳
冨
5
2

自
に
あ
る
も
の
の
み
が
我
国
の
学
者
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
右
の
本
を
所
蔵
す
る
に
至
っ
た
経
路
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
吉
利
支
丹
の
布
教
に
従
事
し
た
外
人
宣
教
師
の
手
を
経
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。

『F
E
o
ロ
。
自

o
g
m
巴
ω

ユ
』
（
以
下
天
草
本
平
家
物
語
と
記
す
）
は
、
凡
そ
四
百
年
程
前
に
吉
利
支
丹
の
教
団
の
一
機
関
で
あ
っ
た
〉
目25
ω

わ
O
F
E。

（
以
下
天
草
学
林
と
記
す
〉
で
日
本
の
言
葉
・
歴
史
を
学
び
た
い
人
の
為
に
編
纂
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
式
ロ
ー
マ
字
本
で
あ
る
。
物
語
の
内
容
は
四
巻
に
纏
め

ら
れ
、
乙
の
中
に
六
十
四
の
内
題
が
あ
っ
て
話
の
内
訳
を
一
応
規
定
し
て
い
る
が
、
と
れ
ら
の
話
は
問
答
の
形
態
で
筋
の
展
開
を
意
図
し
た
よ
う
な
構
成
と
な

っ
て
い
る
。
編
者
は
元
禅
僧
で
入
教
し
た
と
言
わ
れ
る
霊
名
「
E
E
S

」
（
以
下
は
び
あ
ん
と
記
す
）
・
と
称
し
た
日
本
人
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

。
。



原
書
に
つ
い
て
は
東
洋
文
庫
刊
の
写
真
複
製
版
で
そ
の
様
相
を
知
り
得
る
が
、
当
時
の
宣
教
師
の
書
翰
に
よ
る
と
、
教
団
内
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
今
日

既
に
伺
い
得
な
い
も
の
も
か
な
り
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
と
れ
ら
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
乙
と
は
至
難
で
あ
る
と
言
え
る
。
然
し
前
述
し
た
如
く
、
特
殊
な
条

件
と
目
的
の
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
物
語
の
解
明
を
試
み
る
事
は
意
味
あ
る
事
と
考
え
、
以
下
の
文
章
は
そ
の
様
相
の
一
端
を
解
こ
う
と
努
め
た
も
の
で
あ
る
。
具

(1
) 

体
的
な
編
纂
方
針
の
大
綱
と
も
い
う
べ
き
事
柄
は
、
師
か
ら
、
は
び
あ
ん
に
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
為
に
構
成
と
内
容
に
特
色
あ
る
傾
向
が
現
れ
る
結
果
と
な

っ
た
と
言
え
よ
う
が
、
次
に
物
語
を
除
い
た
問
答
の
部
分
に
焦
点
を
絞
る
事
に
よ
っ
て
、
内
包
す
る
一
傾
向
を
見
出
し
た
い
と
思
う
。

編
者
に
つ
い
て

『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
編
纂
者
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
は
び
あ
ん
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
又
そ
の
際
に
師
が
編
纂
方
針
を
示
し
て
い
て
も
、
細
部
に
関
す

る
事
共
は
、
編
者
の
個
性
を
反
映
さ
せ
て
い
る
面
が
あ
る
と
思
う
。
と
れ
を
具
体
的
な
問
題
と
し
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、
物
語
の
部
分
を
除
い
た
問
答
の
形
態
と

内
容
に
は
、
雑
談
の
形
態
を
活
か
そ
う
と
し
な
が
ら
個
性
が
惨
み
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
物
語
の
方
は
師
の
方
針
に
反
し
な
い
と
思
わ
れ
る
内
容
に
つ
い

て
は
か
な
り
忠
実
に
原
拠
を
辿
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
為
、
前
者
の
如
き
個
性
ら
し
い
も
の
は
見
出
し
難
い
と
考
え
て
ょ
い
と
思
う
。
個
性
を
特
色
と
し
て
見
出

q
u
 

す
為
に
は
、
特
に
一
編
纂
前
の
編
者
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
お
く
事
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

は
び
あ
ん
が
一
編
者
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
緒
言
に
当
る
「
巴sa
s
。

m
Z
E
Z
E
Z
U
8
2

」
の
文
の
最
後
に
、

司
ロ
のω
ロ
司
ω
σ時
何
回
ロ
－
x
uロM
M巳
ロ
円
四
O
M
o
m
ロ

と
あ
る
事
に
よ
る
。
は
び
あ
ん
に
関
し
て
の
考
察
は
、
新
村
出
氏
の
「
天
草
吉
利
支
丹
版
の
平
家
物
語
抜
書
及
其
編
者
」
及
び
、
姉
崎
正
治
氏
の
「
乙
ろ
び
イ

(2
) 

ル
マ
ン
不
干
斎
ハ
ピ
ヤ
ン
の
事
」
等
を
中
心
に
し
た
諸
資
料
・
研
究
等
で
、
そ
の
経
歴
は
一
応
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
次
に
こ
れ
ら
の
概
略
を
述

べ
て
み
る
と
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
〉
に
生
ま
れ
、
加
賀
若
し
く
は
越
後
の
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
後
、
京
洛
で
禅
門
に
は
い
り
恵
俊
と
称
し
た
よ

う
で
あ
る
。
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
十
九
才
で
吉
利
支
丹
へ
入
教
し
、
文
様
元
年
天
草
学
林
で
『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
編
纂
に
当
っ
た
の
は
二
十
八
才

頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
後
京
都
に
上
り
、
神
・
儒
・
仏
の
各
宗
に
通
じ
た
才
を
生
か
し
て
布
教
に
従
事
し
た
よ
う
で
、
慶
長
十
一
年
に
は
「
妙
貞
問
答
』
を

著
し
、
同
年
秘
永
貞
徳
の
析
で
、
二
十
四
才
の
林
道
春
と
会
っ
て
い
る
。
同
十
二
年
に
はE
R

が
家
康
に
候
し
て
同
書
を
呈
し
て
い
る
が
、
ほ
ど
な
く
棄
教



し
た
よ
う
で
、
京
を
遁
れ
て
摂
州
枚
方
に
去
り
、
中
宮
村
で
過
し
た
よ
う
で
元
和
六
年
『
破
提
宇
子
』
を
叙
述
し
た
が
以
後
の
事
は
不
明
で
あ
る
。

今
日
、
は
び
あ
ん
を
知
る
為
の
基
礎
と
な
る
文
献
は
、
日
本
側
の
資
料
は
内
容
的
に
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
や
『
天
草
本
平
家
物
語
』
編
纂

後
の
も
の
な
ど
で
あ
り
、
教
団
側
の
資
料
は
断
片
的
に
地
位
等
を
記
載
し
て
い
る
程
度
に
止
る
も
の
で
あ
る
為
、
編
者
に
つ
い
て
の
未
聞
の
分
野
は
大
き
い
と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
次
に
物
語
編
纂
前
の
編
者
を
理
解
す
る
為
に
、
入
教
以
前
の
身
分
と
天
草
学
林
で
の
地
位
と
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
よ
う
。

編
者
は
入
教
前
に
禅
僧
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
事
は
既
に
記
し
た
が
、
『
切
支
丹
宗
門
来
朝
実
記
』
に
は
、

査
人
は
生
国
加
賀
国
の
禅
宗
恵
俊
と
云
者
成
し
が
：
：
：
生
国
を
出
て
乞
食
と
成
、
都
へ
登
さ
ま
よ
ひ
あ
る
き
て
、
真
葛
が
原
に
倒
れ
ふ
し
、
今
は
命
も
き
え

な
ん
と
す
る
折
か
ら
、
右
の
南
蛮
寺
へ
連
行
、
伊
留
ま
ん
療
治
を
加
へ
け
れ
ば
、

次
第
に
本
ぷ
く
し
て
、
終
に
元
の
形
と
成
、
依
之
此
宗
門
を
帰
依
し
、

名
を
は
び
ゃ
ん
と
付
、
則
同
宿
と
す
。
殊
に
発
明
な
る
故
、
寺
の
執
事
の
第
一
と
成
：
：
：

と
あ
り
、
『
吉
利
支
丹
物
語
巻
上
』
に
は
、

元
和
元
年
の
乙
ろ
、
大
阪
に
お
い
て
吉
利
支
丹
の
法
繁
昌
し
て
武
士
、
町
人
、
諸
浪
人
ど
も
、
門
前
に
市
を
な
す
：
：
：
後
室
な
の
め
な
ら
ず
喜
び
給
ひ
て
、

乃
ち
吉
利
支
丹
が
寺
へ
使
者
を
立
て
〉
日
く
、
「
学
問
広
博
に
し
て
弁
舌
あ
き
ら
か
な
る
イ
ル
マ
ン
、
こ
れ
へ
入
り
候
へ
。
約
束
の
如
く
仏
法
の
勝
劣
を
聞
か

- 40 ー

ん
と
」
侍
り
給
ふ
。
時
に
己
批
穿
と
申
し
て
、
い
に
し
へ
禅
坊
主
お
ち
と
見
え
て
眼
の
中
く
る
／
k
h

と
し
て
、
水
の
流
る
る
如
く
、
弁
口
と
ど
と
ほ
る
事
な

し
。
年
は
五
十
ば
か
り

と
あ
り
、
両
者
は
共
に
伝
説
め
い
た
話
の
中
に
、
は
び
あ
ん
は
禅
僧
で
あ
っ
た
と
記
述
し
て
い
る
。

と
れ
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
教
団
側
の
資
料
に
は
、
元
禅
宗
坊
主
で
法
華
坊
主
と
の
宗
論
に
勝
っ
た
仏
教
に
精
通
し
て
い
る
イ
ル
マ
ン
の
話
が
あ
る
が
、

乙
の
人
物
が
は
び
あ
ん
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
と
し
て
も
時
期
的
に
一
致
す
る
し
、
『
天
草
本
平
家
物
語
』
編
纂
後
の
彼
の
京
都
で
の
過
し
方
と
、
乙

の
記
載
内
容
と
は
か
な
り
の
類
似
点
が
見
受
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
、
仏
教
を
相
手
の
宗
論
の
著
書
と
し
て
は
『
妙
貞
問
答
』
の
上
巻
が
あ
る
。
彼
は
一
六

O
六

回
目
。
雪
山0

（
下
京
〉
の
箇
所

・
七
年
に
は
都
に
い
た
が
、
コ
六
O
六
年
に
会
が
日
本
に
お
い
て
所
有
す
る
教
会
並
に
そ
乙
に
居
住
せ
る
教
師
の
目
録
」
の
、

iと
は’句

。

旬
。
円
。
冨0
8

』
。
ロ
教
会
長



ト司
。

ハ
リ
凶
円
】

O
凹

m
u山
口
。
】
何
回
C･-: 
よm.

事

し
『
円
自
ω
印
吋
ん
い
山
口
〈
仙
の
ゆ
ロ
件
。

也
、
、
・・
、
－

h
H～v
h
h
H

。

、
、

叶 Um ,.... 

~ .2 
CD u~ 
0 i::; 

。

しr．
・

、
、

同
ω
円
四ω戸

と
の
記
録
を
留
め
て
お
り
、
と
の
記
載
の
仕
方
か
ら
は
中
堅
ど
乙
ろ
と
し
て
実
質
的
な
仕
事
を
し
得
る
立
場
を
想
像
さ
せ
ら
れ
る
が
、
は
び
あ
ん
が
不
干
で
あ

っ
た
点
は
、
『
羅
山
先
生
文
集
』
で
、
林
道
春
と
は
び
あ
ん
の
出
合
い
を
、

邑
テ
カ
ユ
ル
ユ
《
ル
カ

慶
長
丙
午
六
月
十
有
五
日
道
春
及
信
澄
依
ニ
頒
遊
品
川
－
不
レ
意
到
ニ
耶
蘇
会
者
不
子
氏
許
－
：
：
・

と
述
べ
て
い
る
事
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
は
び
ゃ
ん
の
元
禅
僧
で
あ
っ
た
か
の
点
に
つ
い
て
は
伝
説
的
な
表
現
を
出
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
編
纂
後
は
下

- 41 ー

京
教
会
に
配
属
さ
れ
て
い
た
し
、
前
述
し
た
日
本
側
の
資
料
三
書
の
は
び
あ
ん
に
つ
い
て
の
記
載
量
の
割
合
は
少
い
と
は
吾
一
守
え
な
い
事
な
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、

そ
の
方
面
で
は
か
な
り
名
を
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
も
し
得
ょ
う
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
立
場
の
人
物
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
入
教
前
の
身
分
に
つ
い

て
は
か
な
り
正
確
な
も
の
が
伝
る
確
立
は
高
か
っ
た
と
考
え
た
い
。

は
び
あ
ん
が
禅
僧
で
あ
っ
た
事
を
推
定
し
得
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
以
上
の
資
料
以
外
に
彼
自
身
の
著
書
、
『
妙
貞
問
答
』
・
「
破
提
字
子
』
で
あ
る
。
乙

れ
ら
の
二
書
を
考
察
の
為
の
資
料
と
す
る
事
は
『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
編
纂
後
に
成
立
し
て
い
る
理
由
で
必
ず
し
も
適
当
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
物
語
の
筋
は
か
な
り
忠
実
に
原
拠
本
を
辿
っ
た
と
推
定
し
得
る
点
か
ら
編
者
自
身
を
反
映
し
て
い
る
も
の
は
少
い
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
二
著
書
は
、

は
び
あ
ん
ら
し
さ
が
出
て
い
る
資
料
と
思
わ
れ
る
の
で
、
解
明
の
手
が
か
り
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

『
妙
貞
問
答
』
・
『
破
提
宇
子
』
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
前
者
は
吉
利
支
丹
の
護
教
諭
で
、
成
立
は
中
巻
の
文
句
か
ら
慶
長
十
年
で
あ
り
、
後
者
は

排
教
論
で
あ
る
が
、
序
文
と
巻
末
の
識
語
を
見
る
と
乙
の
成
立
は
元
和
六
年
庚
申
孟
春
と
な
っ
て
い
る
の
を
考
え
れ
ば
、
前
者
の
方
が
資
料
と
し
て
時
期
的
な



ず
れ
は
少
い
事
に
な
る
。
『
妙
貞
問
答
』
が
は
び
あ
ん
の
著
書
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
新
村
出
氏
が
『
羅
山
先
生
文
集
』
か
ら
証
明
さ
れ
た
か
、
『
碩
提
守
子
』

に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
他
文
献
か
ら
の
証
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
が
、
『
破
提
宇
子
』
が
書
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
は
、
吉
利
支
丹
に
対
す
る
迫

(
3v 

害
が
厳
し
く
な
っ
た
為
の
社
会
的
事
情
・
は
び
あ
ん
の
個
人
的
事
情
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
書
の
中
に
、
元
の
禅
僧
の
要
素
が
知
何
に
含
ま
れ
て
い
る
か
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
文
章
か
ら
は
博
学
の
イ
ル
マ
ン
の
色
彩
が
濃
く
、

熟
語
例
か
ら
も
特
に
禅
宗
出
身
者
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
然
し
文
中
の
内
容
に
比
除
と
か
大
悟
解
脱
の
境
地
を
見
得
る
の

は
、
禅
僧
時
代
の
名
残
り
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

(4
) 

『
妙
貞
問
答
』
は
、
上
巻
が
欠
巻
に
な
っ
て
お
り
、
「
不
子
斎
巴
鼻
庵
」
は
こ
れ
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
説
明
を

上
ノ
巻
ニ
ハ
仏
法
ノ
空
無
ヲ
本
ト
セ
パ
皆
邪
ナ
ル
法
也
卜
嫌
ヒ
退
ケ
：
：
：

と
、
上
巻
の
内
容
の
狙
い
を
述
べ
て
い
る
が
、
林
道
春
は
『
羅
山
先
生
文
集
』
で
、
同
箇
所
を
、

テ

又
見
一
妙
貞
問
答
書
ぺ
不
子
ど
所
レ
作
也
使
エ
子
読

v之
其
書
設
ニ
妙
秀
幽
貞
昨
尼
寸
互
間
コ
答

U
－
或
諭
れ
釈
氏
→
土
弓
外
加
ニ
一
向
山
或
ふ
一
ロ
エ
儒
道
及
如
何

1道
－
：
：
・

日
蓮
－
至
一
一
十
ニ
宗
－

と
上
巻
の
内
容
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。
乙
の
欠
巻
に
つ
い
て
姉
崎
正
治
氏
は
、
寛
政
の
没
収
教
書
の
一
つ
で
あ
る
「
仏
法
の
次
第
略
抜
書
」
を
考
証
さ- 42-

れ
た
。
乙
の
中
で
、
は
び
あ
ん
が
上
巻
に
つ
い
て
言
及
し
た
「
仏
法
ノ
空
無
ヲ
本
ト
セ
パ
：
：
：
」
に
相
当
す
る
よ
う
な
箇
所
は

一
向
宗
の
開
山
親
驚
上
人
よ
り
伝
へ
ら
れ
し
経
教
信
抄
と
云
秘
書
あ
り
。
此
書
を
は
門
跡
の
親
子
兄
弟
よ
り
外
に
は
伝
へ
ず
、
所
詮
仏
法
の
極
は
空
無
に
究

ハ
る
）
と
心
得
玉
へ
。

が
あ
る
。
姉
崎
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
文
の
構
成
上
疑
義
は
あ
る
が
、
「
大
体
妙
貞
問
答
上
巻
の
内
容
を
伺
ふ
に
足
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
だ
検
討
の
余
地
は

残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

「
仏
法
の
次
第
略
抜
書
」
の
内
容
は
、
仏
教
通
論
の
批
判
の
よ
う
な
も
の
で
、
禅
的
要
素
も
か
な
り
比
重
を
占
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
禅
者
と
断
定
す

る
事
は
不
可
能
の
よ
う
に
思
う
。
た
だ
（
第
一
節
）
の
「
仏
法
総
論
」
で
は
仏
教
に
対
し
て
自
己
の
見
解
を
述
べ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
自
然
に
自
己

の
経
験
に
近
い
宗
派
で
説
き
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
仏
法
の
定
義
を

夫
れ
仏
法
と
云
は
、
弥
陀
、
釈
迦
、
大
目
、
是
也
。
右
三
仏
を
法
報
応
の
三
身
と
云
也
。
是
即
人
間
の
一
心
の
事
也
。



と
、
禅
宗
の
常
套
語
で
あ
る
即
心
即
仏
の
意
で
記
述
し
て
い
る
事
と
、
乙
の
語
の
具
体
的
な
説
明
と
し
て
、

人
の
心
に
は
三
つ
の
精
徳
あ
り
貧
欲
、
旗
議
、
愚
痴
。
此
三
つ
を
分
け
て
云
へ
ば
、
愚
痴
と
云
は
、
無
念
無
心
な
る
処
を
法
身
仏
と
云
、
是
を
大
日
知
来
と

云
也
。
次
に
貧
欲
と
云
は
、
を
し
い
そ
（
？
）
ほ
し
い
と
思
ふ
処
を
報
身
仏
と
云
、
之
を
阿
弥
陀
如
来
と
云
也
。
次
に
嘆
惑
と
云
は
、
い
か
り
を
起
し
て
、

遺
恨
を
ふ
く
む
処
を
応
身
仏
と
云
、
是
を
釈
迦
如
来
と
云
也
。
是
れ
皆
人
間
の
一
心
に
具
足
す
る
者
也
。
此
外
、
観
音
、
薬
師
と
云
も
、
人
の
身
を
離
れ
て

有
る
事
に
て
は
な
し
、

と
、
心
の
中
以
外
に
仏
を
見
出
す
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
事
な
ど
は
、
共
に
著
者
の
内
的
要
素
を
示
唆
す
る
表
現
内
容
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

編
者
の
入
教
以
前
の
身
分
が
禅
僧
で
あ
っ
た
と
の
記
述
は
、
以
上
述
べ
た
如
く
は
び
あ
ん
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
資
料
と
彼
の
著
書
と
を
併
せ
考
え
、
か
っ

傍
証
と
し
て
「
仏
法
総
論
」
を
加
味
し
て
考
え
た
時
、
例
え
伝
説
的
な
表
現
で
あ
っ
た
と
し
て
も
間
違
い
の
な
い
内
容
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
妙
貞
問
答
』

の
妙
秀
が
浄
土
宗
の
信
者
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
事
と
、
乙
の
作
品
中
に
は
浄
土
宗
の
傾
向
も
強
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
禅
宗
の
中
に
は
禅
と
浄
と
が

重
な
る
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
禅
宗
全
盛
の
時
代
で
も
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
れ
ば
、
極
楽
浄
土
へ
往
生
で
き
る
と
説
く
浄
土
宗
は
大
衆
の
聞
に
根
強
く
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濠
透
し
て
い
た
事
な
ど
を
考
え
た
時
、
そ
れ
ら
は
は
び
あ
ん
の
前
歴
が
禅
僧
で
あ
る
乙
と
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

は
び
あ
ん
が
吉
利
支
丹
へ
転
宗
し
、
『
天
草
本
平
家
物
語
』
を
編
纂
す
る
ま
で
の
過
程
は
詳
ら
か
と
は
言
い
難
く
、
既
に
引
用
し
た
「
：
：
：
依
之
此
宗
門
を

帰
依
し
、
名
を
は
び
ゃ
ん
と
付
、
則
同
宿
と
す
。
殊
に
発
明
な
る
故
、
寺
の
執
事
の
第
一
と
成
又
一
人
は
和
泉
国
の
住
人
呉
服
屋

j
i

－
－
：
：
・
：
」
の
部
分
と
、

(
5
) 「

〔
一
五
〕
九
二
年
十
一
月
に
本
会
が
日
本
副
管
区
内
に
於
い
て
有
す
る
教
舎
及
び
駐
在
所
の
目
録
、
並
に
其
処
に
居
住
せ
る
パ
ア
デ
レ
及
び
イ
ル
マ
ン
の
名

簿
」
の
中
で
天
草
学
林
の
箇
所
に

m
E
→
旬
、
で
おh
R
e
（
う
ん
ぎ
よ
）
＼hH
E
G
S

日
本
人
、
位
丁
語
を
少
し
く
解
す

。
印
→
旬
、
吋ω
g
w

（
高
井
〉
の
。
ω
目
。

日
本
人
、
日
本
語
以
外
は
解
せ
ず

右
ニ
名
は
日
本
語
の
教
師
に
し
て
、
日
本
語
を
教
授
せ
れ

J。



と
あ
る
の
を
併
せ
て
推
定
し
て
み
る
と
、
禅
僧
で
あ
っ
た
事
の
教
養
は
、
宗
論
の
折
に
は
役
立
っ
て
も
い
た
ろ
う
し
、
乙
の
面
で
活
躍
す
る
事
に
よ
っ
て
有
能

な
布
教
者
と
認
め
ら
れ
る
機
会
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
又
日
本
の
文
物
に
多
少
は
通
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
事
な
ど
か
ら
彼
の
存
在
を
示
す
機
会
は
多
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

右
の
名
簿
は
天
草
学
林
長
か
ら
－
記
載
し
て
あ
る
事
か
ら
考
え
れ
ば
、
は
び
あ
ん
は
日
本
語
教
師
と
し
て
責
任
者
の
地
位
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
学
林
内
で
の
日

本
語
の
勉
強
は
右
の
二
人
で
進
め
ら
れ
て
い
た
事
に
な
る
。
従
っ
て
『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
編
者
に
疑
点
が
あ
れ
ば
、

n
g
g
o

の
在
在
が
浮
ん
で
来
る

が
、
「
日
本
の
文
学
に
関
し
て
は
他
の
何
れ
の
イ
ル
マ
ン
よ
り
も
勝
れ
て
い
た
」
の
評
価
を
受
け
て
い
た
さBE
o

は
、
名
簿
で
は
都
に
い
た
と
あ
り
、
例
え

(
6
) 

乙
れ
ら
に
関
す
る
事
共
が
推
定
さ
れ
て
も
、
は
び
あ
ん
が
物
語
の
編
纂
か
ら
完
成
ま
で
、
責
任
あ
る
立
場
に
あ
っ
た
事
は
動
し
難
い
事
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。
は
び
ゃ
ん
に
つ
い
て
の
記
名
は
、
名
簿
が
「
〈
ロ
宮
山
o
p
E
S

」
で
物
語
は
「
司E
S
E
E
S

」
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
は
一
五
九
二
年
十
一
月
の
記
述
で

あ
り
後
者
は
翌
月
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
同
一
人
物
と
推
定
さ
れ
て
い
る
事
は
正
し
い
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
乙
れ
は
別
称
を
用
い
得
た
当
時
の

風
習
を
、
は
び
あ
ん
も
踏
襲
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
編
者
は
び
あ
ん
に
つ
い
て
は
、
入
教
前
の
身
分
が
禅
僧
で
あ
っ
た
と
の
記
述
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
し
、
そ
の
為
に
も
入
教
後
重
ん
じ
ら
れ
る
面
も
あ

っ
た
よ
う
で
、
『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
編
纂
時
に
は
、
日
本
語
教
師
と
し
て
責
任
者
の
立
場
に
在
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
点
は
、
前
者
に
つ
い
て
は- 44 ー

物
語
の
部
分
を
除
い
た
問
答
の
内
容
の
傾
向
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
後
者
に
つ
い
て
は
物
語
の
編
纂
に
つ
い
て
の
緒
言
「
ロ

s
ε
E
o
E
o
E
S
E
S
M
o
g」

を
書
い
た
立
場
を
明
確
に
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

天
草
本
平
家
物
語
成
立
ま
で
の
内
部
事
情

天
草
本
平
家
物
語
は
天
草
学
林
で
編
纂
さ
れ
た
。
天
草
学
林
と
は
、
九
州
天
草
に
設
け
ら
れ
た
教
団
内
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
が
、
次
に
天
草
学
林
と
物

語
編
纂
に
至
る
内
部
事
情
と
に
つ
い
て
調
べ
た
諸
点
を
纏
め
て
み
よ
う
。

ま
ず
学
林
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
と
、
そ
の
設
立
は
教
団
が
日
本
で
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
予
定
し
て
い
た
事
で
あ
り
、
下
部
教
育
機
関
の
ω
g

常
胃
？

g
g

印
（
練
習
所
）
を
出
た
後
、
イ
ル
マ
ン
等
の
学
習
を
継
続
さ
せ
る
事
に
目
的
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
巡
察
師
同

M・
K
E
o
g
E
B
〈
色
目
的
S
E

が
布
教
状
況



を
視
察
に
来
日
し
て
い
た
当
時
、
臼
杵
で
行
わ
れ
た
会
議
で
府
内
の
教
会
を
学
林
に
昇
格
す
る
事
を
決
議
し
（
一
五
七
九
年
）
、

規
定
は
欧
州
の
例
に
倣
っ
て

〈
州
島
官
富
山
が
決
め
た
の
で
あ
り
、
初
の
学
林
が
大
友
義
鎮
の
所
領
内
に
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
学
林
の
運
営
費
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
の
寄
付
金
（
年
額

千
ク
ル
サ
ド
〉
が
資
金
と
し
て
予
定
さ
れ
て
お
り
、
乙
れ
は
マ
ラ
ッ
カ
の
税
関
か
ら
支
払
わ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
た
が
、
マ
ラ
ッ
カ
の
戦
争
、
他
の
事
情
で
差

支
え
た
時
も
あ
っ
た
占
う
で
あ
り
、
そ
の
後
の
日
本
に
お
け
る
吉
利
支
丹
へ
の
迫
害
等
の
事
情
か
ら
、
そ
の
思
恵
に
浴
せ
る
機
会
は
多
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

－
つ
。

一
五
八
七
年
（
天
正
十
五
年
）
に
吉
利
支
丹
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
禁
制
・
追
放
令
に
よ
っ
て
、
府
内
の
学
林
の
存
続
を
中
断
せ
ね
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
学
林
の
所
在
は
、

そ
の
後
、

一
五
八
八
年

千
々
石

一
五
八
九
年

有

家

一
五
九
二
年

天

草
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一
五
九
O
年

加
津
佐

一
五
九
七
年

長

崎

と
転
々
と
す
る
が
、
有
馬
領
が
特
に
選
ば
れ
た
理
由
は
、
領
主
の
有
馬
晴
信
の
吉
利
支
丹
へ
の
信
仰
と
愛
が
深
く
、コ
ン
パ
ニ
ヤ
の
パl
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
を

悉
く
引
受
け
る
事
を
申
し
出
た
か
ら
で
、
後
の
島
原
の
乱
で
は
『
嶋
原
一
授
松
倉
記
』
に
よ
る
と
、

有
家
村
家
数
七
百
七
十
軒

人
数
四
千
五
百
四
十
五
人

口
津
村
・
加
津
佐
村
両
所
家
五
百
八
十
一
軒

人
数
二
千
九
百
四
十
九
人

は
、
「
残
ら
ず
一
撲
百
姓
」
で
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
結
果
論
的
な
意
味
を
含
む
に
せ
よ
、
選
ば
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
8
>

加
津
佐
か
ら
天
草
へ
移
転
の
動
き
は
、
欧
州
へ
行
っ
た
四
人
の
少
年
使
節
を
伴
っ
て
来
日
し
た
〈
長
官
自
由
が
秀
吉
に
謁
見
し
て
加
津
佐
に
戻
っ
た
時
、
パ



ー
ド
レ
を
訪
問
し
た
天
草
領
主
で
あ
る
天
草
種
元
が
、
都
か
ら
の
消
息
で
、
秀
吉
の
吉
利
支
丹
へ
の
態
度
が
変
っ
て
い
な
い
の
を
聞
き
、
自
分
の
領
土
へ
来
る

ょ
う
進
言
し
た
事
か
ら
始
ま
る
が
、
当
時
の
吉
利
支
丹
に
対
す
る
直
接
・
間
接
の
圧
迫
の
危
険
感
が
、

g
z
m
g
E
を
し
て
有
馬
領
主
に
対
し
て
移
転
の
同
意

を
得
、
種
元
に
報
告
に
行
か
し
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

種
元
の
こ
の
申
し
出
は
信
仰
の
為
ば
か
り
の
理
由
で
は
な
く
、
他
の
吉
利
支
丹
領
主
と
の
同
盟
を
強
固
な
ら
し
め
る
為
と
い
う
政
策
上
の
問
題
も
考
え
た
上

で
の
事
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
外
人
宣
教
師
の
天
草
領
主
へ
の
評
価
は
、
親
子
二
代
に
亘
る
も
の
と
し
て
、
種
元
に
対
し
て
も
高
か
っ
た
し
、
天
草

の
土
地
の
印
象
を
移
転
前
で
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
よ
く
教
化
さ
れ
悉
く
吉
利
支
丹
の
土
地
で
、
土
地
は
悉
く
山
で
道
は
験
岨
で
あ
り
、
寒
く
て
貧
し
い
島
と
記

述
さ
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
当
時
の
社
会
情
勢
を
考
え
た
時
、
当
を
得
た
移
転
先
で
あ
っ
た
と
号
守
え
よ
う
。

天
草
学
林
跡
は
現
在
の
本
渡
市
の
町
の
南
丸
尾
が
正
と
い
う
乙
と
に
な
っ
て
い
る
。
天
草
へ
渡
っ
た
当
時
は
、
種
元
か
ら
数
軒
の
家
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
で
、

後
に
「
乙
ん
ぼ
に
や
の
人
々
六
十
人
、
学
生
の
う
ち
よ
り
六
十
余
人
、
其
他
召
使
の
も
の
を
容
る
る
に
足
る
：
：
：
」
学
林
が
造
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
し

(
5
) 

た
名
簿
に
は
、
教
舎
及
び
駐
在
所
の
目
録
と
共
に
各
人
の
語
学
力
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
こ
れ
が
記
載
さ
れ
た
と
い
う
事
は
、
日
本
語
の
修
得
は
教
団
が
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解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
事
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
う
。
こ
の
名
簿
か
ら
外
人
パ

l

ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
語
学
力
の
平
均
を
求
め
て
み

る
と
、
日
本
語
を
解
し
そ
れ
に
て
説
教
し
日
本
文
を
綴
る
事
が
巧
な
者
が
い
た
反
面
に
、
乙
れ
か
ら
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
者
も
あ
り
、
日
本
語
は
一
応
解
し
得

る
が
、
人
々
へ
説
教
を
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
外
人
宣
教
師
の
語
学
力
に
対
し
、
日
本
人
の
ラ
テ
ン
語

第
一
級
の
ラ
テ
ン
語
学
生
も
い
た
半
面
に
、
日
本
語
以
外
は
解
し
得
な
か
っ
た
者
も

の
学
力
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
修
学
中
の
者
が
殆
ど
で
あ
っ
て
、

い
る
。
尚
、
は
び
あ
ん
に
も
関
係
深
い
事
と
し
て
、
教
団
内
の
日
本
人
は
ど
の
程
度
に
西
欧
の
文
物
の
影
響
を
受
け
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
興
味
深
い
問
題
で

あ
る
が
、
輸
入
及
び
勉
学
の
為
の
書
籍
の
選
択
に
も
外
人
宣
教
師
の
強
い
方
針
と
態
度
が
伺
え
る
事
か
ら
、
今
日
的
な
意
味
で
の
欧
化
の
傾
向
は
考
え
ら
れ
な

い
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

原
書
扉
紙
の
一
文
は
、
宣
教
師
側
の
語
学
力
の
事
情
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
u
s
ε
g
o
g
o旦
S
E
S
M
o
g

」
で
は
、
師
か
ら
編
纂
を
指
示
さ
れ
た

点
を印

刷
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『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
成
立
に
際
し
て
は
以
上
述
べ
た
よ
う
に
教
団
内
部
の
諸
事
情
・
諸
条
件
が
背
景
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
当
時
初
め
て
日
本
に

運
び
込
ま
れ
た
欧
文
印
刷
機
で
、
欧
文
の
印
刷
係
で
あ
っ
た
「
旬
、
守
智g
z
z
ω
」
の
手
を
経
て
、
今
日
見
得
る
体
裁
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四

文
献
に
見
ら
れ
る
問
答
体
の
諸
相

『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
物
語
を
除
い
た
問
答
の
部
分
に
、
如
何
な
る
影
響
関
係
が
見
出
せ
る
か
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
結
果
論
的
に
言
え
ば
、
今

(9
) 

日
見
得
る
当
時
の
禅
門
の
語
録
に
、
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
傾
向
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
諸
要
素
の
考
察
を
進
め
る
前
に
、
他
の
問
答
も
の
と

の
影
響
関
係
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

他
の
問
答
も
の
と
の
影
響
関
係
と
は
、
は
び
あ
ん
が
如
何
な
る
問
答
も
の
に
接
触
す
る
機
会
が
あ
っ
た
か
を
推
定
し
、
ど
こ
に
類
似
点
が
あ
る
か
を
見
出
す

事
に
な
ろ
う
が
、
乙
の
為
に
は
当
時
の
問
答
の
諸
相
と
は
び
あ
ん
の
そ
れ
と
の
関
連
を
求
め
た
上
で
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

は
び
あ
ん
の
入
教
以
前
の
身
分
が
禅
僧
で
あ
り
、
吉
利
支
丹
に
転
宗
し
、
松
永
貞
徳
と
も
交
渉
が
あ
っ
た
と
い
う
経
歴
か
ら
影
響
関
係
を
推
定
し
得
る
問
答
も
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の
の
系
列
は
、
文
学
問
答
と
宗
教
問
答
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
系
列
に
は
、
前
者
で
は
演
劇
・
鏡
も
の
の
流
れ
・
歌
論
の
流
れ
を
辿
り
得
る
し
、
後
者
で
は
教
義
も

（
日
）
（

U
〉

の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
教
義
も
の
の
内
訳
を
大
別
し
て
み
る
と
、
仏
教
諸
派
の
教
義
問
答
・
禅
宗
の
説
法
問
答
・
吉
利
支
丹
の
教
義
問
答
と
な
ろ
う
が
、
告

白
の
記
録
も
異
色
で
は
あ
る
が
と
の
分
類
の
中
に
一
応
含
め
て
お
こ
う
。

次
に
こ
れ
ら
の
問
答
体
の
形
態
の
特
色
を
挙
げ
れ
ば
、
演
劇
・
鏡
も
の
の
中
で
は
大
鏡
に
劇
的
構
成
が
み
ら
れ
る
以
外
、
他
は
教
示
的
に
内
容
を
進
め
る
為

の
、
又
は
話
さ
せ
る
為
と
思
わ
れ
る
設
間
の
手
法
が
採
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
歌
論
も
の
の
一
部
と
説
法
問
答
の
最
後
に
は
結
び
と
も
言
い

得
る
内
容
の
文
が
付
く
。

更
に
発
問
の
型
の
内
容
の
特
色
を
挙
げ
れ
ば
、
演
劇
・
大
鏡
で
は
変
化
に
富
み
、
説
法
問
答
に
は
や
や
流
動
性
が
あ
り
、
告
白
の
記
録
に
は
そ
の
目
的
の
故
で

あ
ろ
う
が
対
話
的
色
彩
は
あ
る
が
、
他
の
も
の
は
答
え
の
内
容
が
判
明
し
て
い
る
よ
う
な
又
は
そ
れ
に
近
い
教
示
的
な
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
と
言
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

右
の
如
く
に
形
態
・
発
問
の
型
の
内
容
の
基
本
的
な
特
色
を
理
解
し
た
上
で
、
『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
形
態
に
つ
い
て
は
、



「
巻
第
一
」
の
「
第
一
」
で
は
右
馬
之
允
が
発
問
を
重
ね
て
話
の
筋
を
進
め
て
い
る
点
に
、
劇
的
構
成
を
意
図
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
内
容
的
に
は
大
鏡

の
程
度
に
も
変
化
に
富
む
も
の
で
は
な
く
、
「
巻
第
一
ご
以
下
で
は
「
第
こ
の
よ
う
な
構
成
上
の
特
色
は
な
い
し
、
発
問
の
型
の
内
容
に
も
流
動
性
を
帯
び

た
教
示
的
な
内
容
が
多
い
。
又
「
巻
第
四
」
の
「
第
二
十
八
」
の
構
成
・
内
容
は
、
説
法
問
答
の
最
後
の
文
の
構
成
・
内
容
と
に
照
合
さ
せ
得
る
が
、
歌
論
も

の
は
そ
れ
を
な
し
得
な
い
。
従
っ
て
『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
形
態
上
の
特
色
は
、
教
示
的
に
内
容
を
運
ぶ
為
の
手
法
と
し
て
大
ま
か
に
設
問
さ
れ
た
傾
向
が

濃
く
、
雑
談
の
意
図
は
「
第
こ
に
強
く
伺
わ
れ
る
が
、
「
巻
第
四
」
の
「
第
二
十
八
」
の
構
文
は
禅
生
活
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
次
に
発
聞
の
型
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
『
天
草
本
平
家
物
証
巴
の
そ
れ
は
、
話
を
指
定
し
た
よ
う
な
型
で
な
く
、
予
定
し
た
よ
う
な
型
が
最
も
多
い
事
、
茶
の
設
定
な
ど
か
ら
は
あ
る
程
度

の
変
化
・
流
動
性
が
伺
わ
れ
る
と
言
え
る
。
以
上
の
様
態
か
ら
最
も
強
い
線
と
し
て
認
め
得
る
の
は
禅
宗
の
傾
向
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
記
録
と
し
て
の
語
録

の
内
容
の
諸
要
素
と
関
連
づ
け
て
考
証
を
進
め
て
い
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

五

物
語
の
部
分
を
除
い
た
問
答
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『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
構
成
が
雑
談
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
師
が
は
び
あ
ん
に
与
え
た
方
針
の
一
つ
で
あ
っ
た
事
は
既
に
述
べ
た
。
物
語
を
除
い

た
問
答
の
部
分
に
、
禅
生
活
の
影
響
と
思
わ
れ
る
諸
点
が
伺
わ
れ
る
事
に
つ
い
て
も
先
に
触
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
解
明
を
試
み
よ
う
。

第
一
に
は
発
問
の
型
で
あ
り
、
第
こ
に
は
「
巻
第
四
」
の
「
第
二
十
八
」
の
喜
一
検
校
の
話
で
あ
り
、
第
三
に
は
茶
の
導
入
の
事
な
ど
で
あ
る
が
、
以
下
順
を

追
っ
て
考
察
を
進
め
て
い
乙
う
。

第
一
に
発
問
の
型
に
禅
生
活
の
影
響
が
如
何
に
現
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
結
果
論
的
に
は
そ
の
徴
候
が
濃
い
と
推
定
で
き
る
と
い
う
事
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
物
語
は
「
〈
冨
〉
Z
O
』0
・
Q
R
E
C
何
一Z
の
〈
開
O
」
（
以
下
右
馬
之
允
・
喜
一
検
校
と
記
す
）
の
間
い
と
答
え
の
関
係
で
物
語
の
筋
は
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
体
裁
を
と
る
が
、
実
際
は
本
文
の
為
に
付
さ
れ
た
内
題
が
内
容
を
限
定
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
次
に
、
右
馬
之
允
は
ど
ん
な
間
い
方
を
し
た
か
考
え
て

み
よ
う
。

右
馬
之
允
の
間
い
を
読
む
と
平
家
物
語
の
知
識
が
深
く
、
編
者
は
乙
の
前
提
の
上
に
設
問
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
分
析
し
て
み
る
と
、
次
の

話
の
内
容
を
指
定
し
た
と
思
わ
れ
る
型
・
話
を
予
定
し
た
と
思
わ
れ
る
型
・
そ
の
他
の
型
に
分
け
得
ょ
う
。
そ
の
他
の
型
の
内
容
は
、
問
い
を
読
ん
だ
だ
け
で



れは
て具
い体
く的
箇に
所ど
がん
「な
巻話
第が
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く
豆る
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Z か
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こ
の
よ
う
に
三
つ
に
分
け
た
発
問
の
型
を
各
巻
別
に
纏
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て
み
る
と
、（発問の型の分類表）

第 第 第 第 巻
計

一四 一一一 一 一 数

一 思型揺ウこるL話定たとし。 五 一一一 五 七

九 一 一 思詩型っこわ二話をたとしt、．、
一 一一一 九

そ

の

一 他五 九 一 四
一 ハの

C型
一一一一一一一ート一一一一一

七四 一一 一 一 一
。 四 。 。 計

会
内

r一町、

J、＇）~之u 一 。 題

数

A
U
 

R
U
 

と
な
る
。
従
っ
て
右
馬
之
允
の
発
聞
の
型
は
、
聞
か
さ
れ
る
話
を
予
定
し
て
問
い
を
か
け
た
よ
う
な
内
容
の
も
の
が
一
番
多
く
、
聞
か
さ
れ
る
話
を
指
定
し
て

聞
い
を
か
け
た
よ
う
な
も
の
が
乙
れ
に
続
く
が
、
そ
の
他
に
属
す
る
も
の
も
、
実
際
は
聞
か
さ
れ
る
話
を
承
知
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
も
の
も
か

な
り
あ
っ
て
、
乙
の
見
解
に
立
つ
時
、
そ
の
内
容
は
予
定
さ
れ
た
聞
い
の
型
に
含
ま
れ
る
事
に
な
ろ
う
。

発
問
の
型
、
（
ロ
）
が
多
数
例
を
占
め
、
（
ハ
）
が
結
果
論
的
に
〈
ロ
）
に
接
近
し
た
内
容
を
含
む
事
は
、
教
義
問
答
な
ど
の
間
い
の
堅
さ
の
そ
れ
で
は
な
く

雑
談
の
領
域
に
近
づ
い
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
事
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
「
巻
第
四
」
に
（
ハ
）
型
が
目
立
つ
の
は
、

話
が
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
割
合
に

原
拠
本
の
筋
が
中
断
さ
れ
る
事
が
少
か
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
更
に
内
題
数
と
発
問
の
数
は
、
「
巻
第
こ
を
除
い
て
は
何
れ
も
近
い
数
を
示
し
て

い
る
が
、
と
れ
は
「
巻
第
こ
が
雑
談
の
趣
旨
を
活
か
し
た
潤
答
構
成
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
事
を
意
味
す
る
。

然
し
「
巻
第
一
亡
・
「
巻
第
＝
こ
・
「
巻
第
四
」



で
は
乙
の
傾
向
を
特
に
挙
げ
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
問
い
は
多
く
の
場
合
人
物
名
で
内
容
を
指
定
又
は
予
定
の
表
現
を
と
っ
て
い
る
が
、
編
者
の
物
語
へ
の
意

（
臼
）

識
は
、
人
物
の
運
命
を
通
し
で
あ
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
し
、
指
定
の
発
問
の
型
で
表
現
し
て
い
る
箇
所
は
、
意
識
的
な
構
想
上
の
問
題
点
が
見
出
せ
る
で
あ
ろ

－mノ
。さ

て
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
発
問
の
型
は
如
何
な
る
影
響
関
係
の
上
に
成
立
し
た
か
の
点
を
更
に
進
め
て
い
く
と
、
設
問
と
物
語
と
の
関
係
と
い
う
立
場
で

は
、
「
巻
第
一
」
に
雑
談
の
形
態
を
活
か
そ
う
と
努
め
た
跡
が
見
ら
れ
る
。
乙
れ
は
師
の
方
針
で
あ
っ
た
雑
談
の
趣
を
出
そ
う
と
し
た
事
に
他
な
ら
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
「
巻
第
二
」I
「
巻
第
四
」
で
は
、
内
題
と
設
問
の
数
は
ほ
ぼ
等
し
い
事
か
ら
雑
談
の
趣
か
ら
は
か
な
り
離
れ
、
教
義
問
答
式
の
設
問
形
態
に
近
づ

一
方
乙
の
設
聞
の
表
現
内
容
に
は
、
数
の
上
か
ら
言
え
る
事
は
、
教
義
問
答
式
の
堅
さ
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
雰
囲
気
も
確
か

い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

に
あ
る
。
乙
の
よ
う
な
内
容
は
狂
言
の
如
き
軽
妙
さ
と
評
さ
れ
る
事
に
も
な
る
と
思
う
が
、
結
局
は
そ
れ
ほ
ど
枠
を
は
み
出
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
物
語

の
巻
首
に
当
る
と
こ
ろ
に
は

冨
O
Z
O
の
〉
吋
〉
何
回Z
O
Z
H
Z
一
「
〈
・
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〈
冨
k
r
z
o】0
・
。
口
の
国H
R
U
開
Z
の
〈
開
。
・

と
あ
り
、
乙
の
記
載
法
か
ら
は
狂
言
の
配
役
を
意
図
し
た
か
も
し
れ
な
い
事
は
充
分
考
え
得
る
が
、
は
び
あ
ん
は
力
の
及
ぶ
所
は
本
書
を
忠
実
に
書
写
し
た
と

述
べ
て
お
り
、
原
拠
本
に
近
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
本
と
の
校
合
の
結
果
に
よ
っ
て
も
、
乙
の
方
針
は
肯
定
し
得
る
事
な
ど
か
ら
言
え
ば
、
物
語
は
内
容
的
に

狂
言
化
し
得
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
故
、
聞
い
も
内
容
を
離
れ
て
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
、
部
分
的
に
見
ら
れ
る
軽
妙
・
酒
脱
等
の
要
素
を
も
併
せ
て
考
え

て
み
た
時
、
師
の
方
針
を
狂
言
で
応
用
し
た
い
と
の
考
え
は
推
定
し
得
る
と
し
て
も
、
結
果
論
的
に
多
く
は
反
映
さ
せ
得
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

問
答
の
関
係
で
話
の
筋
を
進
め
る
時
、
円
滑
に
進
め
る
方
法
と
し
て
自
然
に
話
を
指
定
し
た
又
は
予
定
し
た
問
い
の
か
け
方
を
す
る
事
に
も
な
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
編
者
が
意
識
し
た
か
否
か
は
別
問
題
と
し
て
、
は
び
あ
ん
に
禅
僧
の
前
歴
が
あ
る
事
と
、
問
答
の
構
成
関
係
に
は
劇
的
な
雑
談
の
関
係
は
強
い
と

及
ん
で
い
る
と
考
え
て
も
否
定
は
で
き
な
い
と
思
う
。

は
言
え
な
い
点
、
尚
、
禅
の
修
業
問
答
の
中
に
も
前
述
し
た
よ
う
な
内
容
の
問
い
の
型
が
あ
る
点
を
考
え
れ
ば
、
本
質
的
に
禅
生
活
の
影
響
が
発
問
の
型
に

こ
れ
を
具
体
的
に
言
え
ば
、
禅
僧
の
修
業
の
為
の
問
答
は
、
長
い
伝
統
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
、



（
日
〉

変
化
に
富
ん
だ
、
発
聞
の
型
が
認
め
ら
れ
る
が
、
「
天
草
本
平
家
物
語
』の
発
聞
の
型
は
、
そ
れ
ら
の
幾
種
類
と
、
内
容
的
に
共
通
す
る
趣
が
あ
る
。

故
に
発
問
の
形
態
と
そ
の
内
容
と
を
併
せ
考
え
た
時
、
物
語
を
除
い
た
問
答
の
部
分
に
つ
い
て
、
編
者
は
雑
談
の
趣
を
意
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
結
果
論

的
に
は
か
な
り
枠
に
は
ま
っ
た
構
成
法
を
と
り
、
そ
の
表
現
内
容
に
も
話
の
進
展
を
狙
い
と
し
た
発
問
の
型
に
は
、
禅
生
活
的
な
発
問
の
意
に
触
れ
る
も
の
が

本
質
的
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
無
理
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
問
題
と
な
る
の
は
、
「
巻
第
四
」
の
「
第
二
十
八
」
の
喜
一
検
校
の
話
で
あ
る
。
乙
れ
は
内
容
的
に
共
通
す
る
表
現
形
式
が
禅
生
活
の
説
法
時
の
記

録
と
し
て
見
出
せ
る
。
ま
ず
喜
一
検
校
の
言
葉
を
引
用
し
て
み
る
と
、

〈
冨
・
間
宮
宮
町

U
g

司
o
E
O
B
0
8
0
8
8
8
5
5
e
g
o
－
a
g
g

企
G
E
M
S
E
g
g
g
ロ
自

E

・

D 
h司

ω
R
O
V
ω
g
g
Z
内
回
目
色

B
o

企
S
M
o
g

円
。
”g
g

門
戸B
o
g
S

江
田
ω
g
u
a
g
g
Z
住
民
j
i

－
－
－
－

〈
冨
・
ω
ω吉
田
釦
吉
田
ω
m
ωロ
ω
m
ω
M
C
o
o
z
z

。

z
w
ロ
昨
日o
ロ

α
4
0
g
g
己
記
冨
ロ
0
・

ω
o
g
g
g
S
E
ω・
ぐ
ω
g
g
u
門
町
宮g
m
宮
山
g
g
ロ
。

g
g

円
ご
g
g
u

円M
Z
U
3ロ
岡
田
0
・
S
H
O
E目
。
忌
色
g
M
R
ω

円
巳
言
。

a
E
S
E
O
N
O
回
目

E

－
司
旦
A
8
0
苫
g

－5
2

昨
日ω
g

。
。
ロ
o
v
g
円
四om
o
S
E

同O
仏
O
ロ
「
白s
a
o
自
。
。
。
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む
ド司

ロ
O
B
O

ロ
。
肉m
g
円
山
岡
弘
司
O
X
0
5・
8
5
Z

目
。
田
町
。
件
。
陶
円
四

o
z
o
i
h員
。

同
州
問
円
。
。
同

O
仏
O
ロ

r
の
｝H
O同
。
門
問
。

向
。N
ω
円
ロ
・

司
H
H
A
H
印

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
「
大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
語
録
に
記
述
さ
れ
て
い
る
、
提
綱
・
謝
語
・
結
座
等
の
構
成
部
分
と
共
通
し
て
い
る
箇
所
で
、
あ
た

か
も
『
天
草
本
平
家
物
語
』
は
そ
れ
に
内
容
を
合
せ
た
よ
う
糠
ら
れ
て
い
る
。



ハ
M
V

提
綱
・
謝
語
・
結
座
と
は
、
禅
宗
の
説
法
で
あ
る
上
堂
・
小
参
・
時
座
等
の
最
後
に
述
べ
ら
れ
る
結
び
の
言
葉
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
説
法
は
問
答
で
進
め

ら
れ
て
お
り
、
禅
宗
の
本
義
か
2
り
す
れ
ば
中
枢
を
な
す
べ
き
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
結
び
の
一
言
葉
は
、
説
法
の
折
の
内
容
に
応
じ
た
語
り
方
が
な
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
語
ら
れ
る
内
容
は
類
型
的
な
も
の
で
あ
り
、
提
綱
で
は
今
行
わ
れ
た
問
答
に
対
す
る
説
法
主
体
者
の
総
計
で
説
法
の
主
要
部
分
で
あ
る
と

す
る
。
結
座
で
は
（
又
拍
提
と
も
言
う
）
最
後
に
そ
の
説
法
に
参
考
と
な
る
古
則
公
案
を
も
ち
出
し
て
、
昔
の
尊
宿
の
見
解
を
述
べ
た
上
、
自
己
の
所
見
を
頒

の
形
に
詠
じ
て
説
法
を
結
ん
で
下
座
す
る
と
言
う
。
謝
語
と
は
、
乙
の
部
分
が
あ
る
事
が
あ
る
が
、
乙
の
場
合
に
は
提
綱
拍
提
の
聞
に
は
い
る
。
こ
れ
に
は
自

叙
・
摺
謝
・
両
班
謝
・
西
堂
謝
等
の
種
類
が
あ
っ
て
、
と
の
中
の
自
叙
は
自
己
の
不
徳
を
謙
遜
し
、
参
列
の
人
々
に
謝
礼
の
語
を
述
べ
る
の
で
、
古
く
か
ら
儀

式
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
言
う
。

乙
の
提
綱
・
謝
語
・
結
座
の
記
述
の
様
態
を
「
大
正
新
修
大
蔵
経
』
所
収
の
日
本
人
の
手
で
著
し
た
語
録
を
通
し
て
跡
づ
け
て
み
る
と
、
時
代
的
に
早
い
も

（
お
）

f
1

（
凶
）

の
は
問
答
の
記
載
が
主
で
と
れ
ら
の
記
述
は
、
「
仏
照
禅
師
語
録
」
で
は
「
科

Kぜ
」
、
「
大
覚
禅
師
語
録
」
で
は
「
叙
謝
木
レ
録
」
の
如
く
に
表
現
さ
れ
て
い
る

（
口
〉

に
過
ぎ
な
い
が
、
次
第
に
丁
寧
に
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
見
桃
録
」
の
「
再
住
正
法
山
妙
心
禅
寺
語
録
」
等
に
は
そ
れ
ら
の
様
態
に
つ
い
て
の
詳
細
な

記
述
が
見
ら
れ
る
。
乙
れ
は
問
答
に
儀
礼
的
な
要
素
が
加
味
さ
れ
て
い
く
風
潮
が
記
述
の
上
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
「
巻
第
四
」
・
「
第
二
十
八
」

q
d
 

F
D
 

の
喜
一
検
校
の
話
は
、
伝
統
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
形
式
が
、
そ
の
過
程
の
上
で
他
に
反
映
し
た
一
形
態
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

次
に
喜
一
検
校
の
話
と
、
提
綱
・
謝
語
・
結
座
の
内
容
と
を
検
討
し
て
み
る
と
、
右
馬
之
允
の

〈
冨
・
間
宮
富
山
岡
山ω
2
3

山G
O
B
o
g
s

。
。

2
0
5
5

仏O
E
O

－
g
g
g
ρ
z
x
s
a
s
s
Z
N
S
E
E
－

と
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
に
対
し
て
喜
一
検
校
は
、

D
H・
ω
ω同
o
v
g
m
B
V
ωぬ
企m
s。
A『
吟hH
H
h
w
、
h
H
3
・
S

雪
之
さ
。
司
令
言
ミ
ミ
R輔
、h
H
N
m
h
Q
S
H

。
h
h
a

と
あ
っ
て
、
乙
の
後
に
平
家
断
絶
の
話
を
語
る
旨
を
述
べ
て
い
る
が
、
と
れ
に
続
い
て
「
第
二
十
八
」
の
物
語
が
始
ま
る
。
乙
れ
ら
は
提
綱
に
相
当
す
る
箇
所

と
思
わ
れ
、
そ
の
表
現
内
容
を
、
語
り
手
を
通
し
て
総
評
の
意
味
で
記
述
し
、
話
の
続
き
を
平
家
断
絶
に
続
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
物
語
は
六
代
が
斬
ら
れ

た
所
で
終
る
が
、
と
の
後
に
右
馬
之
允
の
言
葉

〈
冨
・
皆
同
作
曲
忠O
E
m
s
ω
包
M
C
8
8
5
E
2
M
g。
ロ

0
4
2
ω冨
ユ
a
s
g

－



に
導
か
れ
、
喜
一
検
校
は

C
H・
ω
oロ
0
4
0
8
g
m
z
・
て
ぬ
宮
内S
N
合
h輔
さ

h
h
H
h
g
h

言
。

S

雪
之
さ

h
q
h
H
N
h
H
Q

し
吉
之
さP
E
R
q
a
h
s
s
ι
m
t
S
N

向
ミ
ミ

E
S
Q
定
R
R

な
さ
お
N
Rミ
・
・
：
：
・
：
：
：

と
述
べ
始
め
る
が
、
乙
の
部
分
は
謝
語
に
当
る
と
思
わ
れ
、
語
り
手
と
し
て
謙
遜
の
意
を
示
し
な
が
ら
、
聞
き
手
に
感
謝
し
て
い
る
内
容
は
、
自
叙
の
意
に
通

じ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
乙
の
引
用
文
は
左
の
如
く
続
く
の
で
あ
る
。

：
・
・
：
問
。
E
oロ
o
w
z
g
E
ω
S
E
R
E
n
o
ロ
o
σ
ロ
ロ
円
四
o
m
。
N
ω
E

同
。
円
四
O
E

円
四
宮
。
内
問
。

B
o
g

ロ
。

g
o
ロ

o
m
a
ωユE
S
E
w
s

－
g
a
h
H
h
a
s。
遺
骨
。S
R
N
h片
言
。
ミ
h
H
H司
言
、
向
。

・
、
．
。

A
mお
p
n
b
h
w
＼
－h油
、
町
内
。
N
h
H『
h
h・

の
部
分
に
は
、
結
座
に
相
当
す
る
部
分
と
思
わ
れ
る
内
容
と
し
て
、
過
去
の
例
を
引
用
し
な
が
ら
自
己
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
点
を
見
出
し
得
る
。

従
っ
て
「
巻
第
四
」
の
「
第
二
十
八
」
の
話
の
内
容
に
は
前
述
し
た
説
法
の
問
答
の
折
の
提
綱
・
謝
語
・
結
座
の
表
現
形
式
の
影
響
が
伺
え
る
と
し
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
禅
生
活
の
影
響
関
係
を
推
定
し
得
る
点
は
、
茶
の
表
現
を
見
出
し
得
る
事
に
あ
る
。
然
し
こ
の
点
は
、
編
者
の
入
教
以
前
の
身
分
が
禅
僧
で
あ

り
、
前
述
し
た
主
に
第
二
の
問
題
点
を
肯
定
し
得
る
時
、
関
係
づ
け
得
る
問
題
点
と
し
て
浮
び
上
っ
て
来
る
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
巻
第
四
」
の
「
第
十
」

A
吐F

D
 

iと
〈
冨
－
n
s
。
忌
h
H
S
3
s
h同時
E
E
。
Z
E
e
－
B
R
E
件
件
0
4
2

旦
R
E
S
－

O
H・
国
p
g

ミ

a
h
H
S
E
ー
な
ぬ
白
書
a
h
遺
志
h
h輔
さ
。
雲
之
さ
S
h
H
R
同
時
円
。
旬
。
h
a
h
q向
h
h
R
R
S
ミ
時
々
喝
さ
R輔
、h
H
h豆
町
、h
。
h
a
g

－

と
、
右
馬
之
允
が
喜
一
検
校
に
茶
を
勧
め
る
箇
所
が
あ
る
。
右
の
表
現
に
は
語
り
手
で
あ
る
喜
一
検
校
の
労
に
報
い
よ
う
と
す
る
好
意
が
さ
り
げ
な
く
出
て
お

り
、
乙
の
勧
め
に
応
じ
る
検
校
の
態
度
も
又
深
い
感
謝
を
示
し
な
が
ら
雰
囲
気
を
崩
す
事
な
く
事
を
運
ん
で
い
く
あ
た
り
、
見
事
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
と
の

よ
う
な
茶
に
対
す
る
両
者
の
態
度
は
、
深
い
次
元
に
お
い
て
禅
的
色
彩
が
伺
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（

叩
岬
）

語
録
に
は
禅
人
の
生
活
が
茶
と
関
係
深
か
っ
た
事
を
現
す
記
述
が
見
ら
れ
る
。
乙
の
点
を
跡
づ
け
て
み
る
と
、
「
聖
一
国
師
住
東
福
禅
寺
語
録
」
に
は

元
旦
上
堂
。
禅
非
ニ
意
想
一
立
レ
意
帯
レ
宗
。
道
絶
ニ
功
勲
→
建
レ
功
失
レ
旨
。
新
年
消
息
。
不
レ
動
繊
塵
→
応
レ
節
納
レ
祐
。
慶
無
レ
不
レ
宜
。
若
作
－

Z
仏
法
商
量
→
喚
レ

鐘
作
レ
要
。
若
作
ニ
世
一
諦
流
布
一
平
地
喫
交
。
大
衆
還
委
悉
座
。
孟
春
猶
寒
。
帰
堂
喫
茶
。



と
帰
堂
し
て
茶
を
喫
し
た
と
あ
り
、
「
見
桃
録
」
の
「
巻
第
ご
の
詩
に
は
、

和
ニ
松
岳
和
尚
茶
話
韻
－

欲
レ
原
ニ
鴻
晴
夢
→
侍
者
点
レ
茶
来
。

茶
罷
夢
醒
後
。
鐘
声
被
ニ
月
催
一

松
岳
和
尚
茶
話
詩
云
。
茶
兼
ニ
禅
味
－

可
。
能
避
－
一
俗
塵
一
来
。
且
欲
ニ
停
レ
車

話
→
楓
林
暮
色
催
。

（
四
）

と
、
茶
の
禅
味
に
触
れ
て
お
り
、
「
仏
頂
国
師
語
録
」
の
「
巻
第
五
」
の
詩
備
に
は
、

雪
中
客
至
二
首

多
謝
遠
人
凌
レ
雪
来
。
満
煙
添
レ
炭
献
－
－

民
d

茶
杯
→
話
長
共
覚
飢
腸
響
。

尋
司
得
巷
前
黄
独
－
回

と
心
を
こ
め
て
茶
杯
を
献
じ
た
と
あ
る
。
以
上
の
例
か
ら
、
茶
は
禅
人
に
と
っ
て
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
憩
い
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
禅
に
通
じ
る
厳

し
い
要
素
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
茶
で
客
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
事
は
、
意
義
深
い
心
の
現
れ
で
あ
っ
た
。
乙
の
よ
う
な
茶
に
対
す
る
禅
人
の
態
度

は
伝
統
と
し
て
見
ら
れ
る
事
で
あ
り
、
し
か
も
ご
謹
移
来
不
レ
受
レ
護
」
の
よ
う
な
考
え
方
が
そ
の
底
に
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
よ
う
に
茶
が
禅
人
の
生
活
に
関
係
深
い
事
を
考
え
、
右
馬
之
允
と
喜
一
検
校
と
が
茶
に
示
し
た
態
度
を
も
考
え
る
と
、
茶
に
よ
っ
て
く
つ
ろ
ぎ

を
感
じ
さ
せ
な
が
ら
も
喜
一
検
校
の
さ
ら
り
と
し
た
丁
寧
な
応
答
で
雰
囲
気
を
引
締
め
て
い
る
あ
た
り
、
禅
生
活
の
名
残
り
が
伺
わ
れ
る
と
み
た
い
。

乙
の
よ
う
に
、
発
問
の
型
・
「
巻
第
四
・
第
二
十
八
」
の
結
び
と
言
い
得
る
検
校
の
話
・
茶
に
は
、
当
時
の
語
録
と
の
影
響
関
係
を
見
出
し
得
る
が
、
乙
れ

は
編
者
の
過
去
の
禅
生
活
の
反
映
と
解
す
べ
き
で
、
問
答
に
現
れ
た
傾
向
とι＝
守
え
よ
う
。
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結

び

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
編
者
の
入
教
前
の
身
分
が
禅
僧
で
あ
っ
た
事
は
動
か
し
難
い
事
で
あ
り
、
吉
利
支
丹
の
教
団
内
で
は
、
日
本
語
教
師
の
地
位
に
あ
り

し
か
も
責
任
者
の
立
場
で
『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
編
纂
に
当
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
物
語
を
除
い
た
問
答
の
部
分
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
禅
生
活
の
影
響
と

み
ら
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

（
却
）

物
語
の
部
分
の
特
色
・
傾
向
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
原
拠
に
近
い
と
推
定
さ
れ
た
本
と
の
校
合
の
結
果
は
、
禅
宗
の
影
響
は
認
め
難
く
、
師

の
方
針
が
強
く
反
映
し
た
傾
向
が
見
出
せ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

注

「
ロo
g
y
g
E
o
巳

E
W
5
M
o
g

－
」
（
読
請
の
人
に
対
し
て
書
す
〉
の
一
文
に
は
、
布
教
へ
の
謙
虚
な
願
い
・
物
語
編
纂
の
為
の
師
か
ら
の
指
示
・
平
家
物
語
を
選

択
し
た
事
・
編
者
の
決
意
等
が
書
か
れ
て
い
る
。
（
以
下
原
文
の
読
み
は
亀
井
高
孝
氏
の
『
天
草
本
平
家
物
語
』
に
従
う
〉

『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
一
巻
の
八O
三
頁
・
『
吉
利
支
丹
文
学
集
』
一
二
二
頁
・
そ
の
他
。

は
び
あ
ん
は
棄
教
し
て
『
破
提
字
子
』
を
著
し
た
。
序
で
は
人
の
勧
め
で
書
い
た
と
あ
る
。

『
妙
貞
問
答
』
の
署
名
。
別
称
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

「
問
。
－
円
凶
器
B

目
白
血
ゆ
吋

o
m
E
g
o印
刷
同
国
ρ
g
z
目
白

g
B

宮

E
5
0
0
p
o
E
R

宮
内
田o
r
z
o
ロ
g
Z
E
O
N
r

ロ
o
g
B
U
B

仏
0
8
8

円H
o
g
・
n
o
g
g
g
g

門
吉
田
宮mm

匂
自
問
。
田
山
ロ
己
目
白
国
司

o
a
r
s
－
」
の
和
訳
。

「
読
請
の
人
に
対
し
て
書
す
」
の
最
後
は
編
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
謙
虚
に
文
を
結
ん
で
い
る
。

「
一
ニ
章
」
の
前
半
は
主
に
当
時
の
耶
蘇
会
士
が
日
本
に
お
け
る
状
況
を
欧
州
に
報
じ
た
年
々
の
書
簡
を
集
め
た
文
献
か
ら
資
料
と
な
る
関
係
記
事
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

主
な
参
考
文
献
は
『
耶
蘇
会
土
日
本
通
信
・
豊
後
篇
（
上
）
』
・
『
耶
蘇
会
の
日
本
年
報
・
第
一
一
輯
・
第
二
揖
』
・
『
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
日
本
書
翰
』
・
『
日
本
西
教
史
・
下
』

吉
利
支
丹
大
名
の
ロ
l

マ
教
皇
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
に
対
す
る
使
節
。
マ
ン
シ
ョ
伊
東
祐
益
・
ミ
ゲ
ル
干Y
石
清
佐
衛
門
・
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
原
マ
ル
チ
ノ
。

『
大
正
新
修
大
蔵
経
・
八
十
巻
・
八
十
一
巻
・
八
十
二
巻
』
等
。

『
大
日
本
仏
教
全
書
書
籍
目
録
』
・
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
・
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
等
。

編
者
は
ド
ミ
ニ
コ
会
の
教
師
と
さ
れ
て
い
る
が
イ
ヱ
ズ
ス
会
の
教
師
の
中
で
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
（
ロE
R
o
n
o
】
］
包O
）
。
二
ハ
三
二
年
ロ
！
？
で
刊
行

さ
れ
た
蟻
悔
告
白
で
あ
る
が
、
ζ

の
種
の
も
の
は
元
来
残
さ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
傍
証
に
は
な
ろ
う
。

「
祇
王
」
の
章
段
の
位
置
を
考
え
る
為
の
大
き
な
問
題
点
の
一
つ
に
な
ろ
う
。

扮
陽
善
昭
は
問
答
応
酬
に
種
々
の
態
度
が
あ
る
と
し
て
問
話
の
型
を
十
八
に
分
類
し
て
考
え
て
い
る
。
『
禅
学
研
究
法
と
そ
の
資
料
』

2 3 4 5 6 7 8 11 10 9 13 12 
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U

説
法
の
一
種
で
あ
る
乗
払
に
は
謝
語
は
つ
く
こ
と
が
な
い
。

目
白
慧
暁
、
語
三
一
二
三
t

一
二
九
七
。

日
蘭
漢
道
隆
、
語
等
一
一
二
三
t

一
二
七
八
。

口
大
休
宗
林
、
語
一
四
六
八
t

一
五
四
九
。

同
円
繭
弁
円
、
語
一
二
七
八
t

一
三
四
六
編
。

四
一
綿
文
守
、
語
一
六

O
八
t

一
六
四
六
。

却
『
国
文
学
致
』
の
「
天
草
版
平
家
物
語
の
原
拠
覚
書
」
〈
清
瀬
良
一
氏
著
）
・
そ
の
他
。

補

O
引
用
資
料
の
棒
線
及
び
E
r－
－
の
の
箇
所
は
自
に
留
め
や
す
い
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

O
発
問
の
型
の
分
類
表
の
分
類
の
基
準
は
、
内
容
及
び
述
部
の
表
現
に
よ
っ
て
所
属
の
型
を
決
め
た
。
従
っ
て
観
方
に
よ
っ
て
は
数
に
動
き
が
生
じ
る
箇
所
も
あ
る
訳
で

あ
る
が
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
変
ら
な
い
と
思
う
。
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